
FTEM推進に連携したU15選考・エリートアカデミー選考の新たなパスウェイ《改定案２》

《全体コンセプト》

・U15選考会を、エリートアカデミー発掘事業と連携しFTEMに位置づける。

・選考会（高い志を持つアスリート同士の競い合い）に参加することが強化に結びつくという信念に基づき選考会の段階を増やす。

・U15選考会を、今までの中央1回から､①地区（2ないし3地区）～②中央の2段階選考にする。

・地区選考会の会場は状況に照らし合わせて検討する。

・上記は、２地区(東・西)or３地区(東・中・西)のいずれか？

・U15日本代表の対象年齢（学年）を中学3年生限定を解除し中学2年生以下からも選考できることとする。

《エリートアカデミー候補選考コンセプト》

・エリートアカデミーの発掘は、経験者とポテンシャルアスリートの双方から並行して行う。【従来通り】

・エリートアカデミー経験者枠は中学１･２年生から選出する。【第2期から/適性検証に1年以上確保のため】

・エリートアカデミーポテンシャルアスリート枠は、APSに登録された１４歳以下から選出する。（小学生からの選出を推奨）【第2期から/種目転向の決断をする期間を踏まえて】

《エリートアカデミーとu15が連携した2段階選考のイメージ図》 ※表中の人数は、流れをイメージするための参考人数

～１２月 ２月 次年度 ９月 １１月 ３月

東地区 各15名

中地区 （地区選考会の実施）各15名

西地区 各15名

(選考時 中1･2対象)

u15： 男女各15名 適性検証プログラム（５月～３月）

APS： 若干名 ・集合合宿４回　・居住地トレーニング　・オンライントレーニング

APSデータ選考 ・・・・・・・

(選考時13歳以下対象)

発表のタイミングは３地区同時→

12~2月

U18

地区選考

U15

海外遠征

（AUS)

・・・・・ ・・・・・・・・・・　各45人名＋α U15日本代表選考会

（海外遠征/AUS）・・・・・

ホッケー

経験者

エリートアカデミー

選考会への挑戦は

各地区上位各5人

・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・
各18人

選出
・・・・・・・・・・・・・・・・・

↓ ▲
(一般＆T枠)エリートアカデミー

第４期選考会

男女各12人

程度

ポテンシャル

アスリート

（未経験者）

↑

ホッケーの適性がある

ポテンシャルアスリート α：ブロック・全中優秀選手等 ・U15アスリート＝一般選考

・APSアスリート＝タレント枠選考

挑戦


